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子どもの健全育成は子ども会から

☆子どもによる 子どものための 子ども会活動

☆かわいい子には 体験を！

熊本市子ども会育成協議会



熊本市子協・市子協とは

熊本市子ども会育成協議会（略称：熊本市子協 ・ 市子協）とは

市子協とは (挿入イラストはＪＬ、ＹＬ、事務局による創作です。本文とは必ずしも関係ありません。）

●市子協は子どもの健やかな成長を願って活動されている単位子ども会（町内子ども会）の集まりで

す。

●市子協は町内子ども会が、より活動しやすいように支援、指導を行い相談を受けます。

●市子協は熊本市全域の子ども会が相互に交流を図り、親睦を深めるために行事を行います。

●市子協はジュニア・リーダーを育成し、子ども会活動を活発にするようにつとめ、あわせて中高生

の健全育成を図ります。

●市子協は、公益社団法人全国子ども会連合会（全子連）に加入しています。

※「熊本市子協」に加入すると、子ども会活動を安心して行うことができるように

「全国子ども会安全共済」「子ども会賠償責任保険」の二つの補償が受けられます。

ＴＴ

全国子ども会安全共済会加入登録の手続き

●この会は団体加入制度で個人加入制度ではありません。

（市子協に加入することにより全国子ども会安全共済会にも同時に加入となります）

●加入手続きは年度初めを原則としますが、追加加入も出来ます。

●年度途中転居した場合は、加入子ども会同士での異動ができます。

●申込みは熊本市子ども会育成協議会事務局まで。
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市子協活動

主催事業 KN

総会（６月） 表彰

講演

子ども会大会（１０月又は２月）

ＪＬ研修会（３月）

町内(単位)子ども会の活動支援

●子ども会に関する相談に応じます。

◆気軽に連絡してください。

◆メールや電話、あるいは直接来所など、都合の良い方法でどうぞ。

●子ども会と子ども会の繋がりを作ります。

◆市子協のホ－ムページで、それぞれの子ども会活動を紹介します。（原稿･写真随時募集中）

◆子ども会組織の大小に関わらず、様々な活動を紹介します。

●地域に出かけて、プレゼンテーションによる研修もいたします。

〇「子ども会活動のあり方（理念・意義）」「子ども会活動の

実践（実動）」等 ◆希望に応じて内容等を調整します。

●ニュースポーツ用具等を無料で貸し出します。

（詳しくはチラシやＨＰをご覧下さい。） 地域子ども会の研修会

貸出用具⇒
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子ども会安全共済会とは

万が一への備え：思いっきり活動

子ども会安全共済は、子ども会会員、指導者、育成会員が相互扶助の精神にもとづいて、活動中の

事故に対して共済金を支給するとともに、安全思想の普及、安全教育の推進に努め、子ども会活動の

発展を図ることを目的としています。（文部科学省から認可）

※熊本市子ども会育成協議会に加入すれば、全国子ども会

安全共済会にも同時に登録加入になります。

全国子ども会安全共済会に加入すると

①全国子ども会安全共済 ＋ ②子ども会賠償責任保険

が適用されます。

（１名以上の大人の加入が必要です。）

子ども会安全教育 小けがはしても、大けがするな ( KYT: 危険予知トレーニング）

安全教育の最終的な目標は、子ども達が、安全能力を身につけることです。

安全に対する態度の一つは、危ないからといって何もしないこと、もう一つは、あえて冒険に挑戦

し、体験することにより、危険を予知し、又、予測する力をつけることの二つがあります。

安全教育を「〇〇をしてはいけません」という禁止の命令や、厳しい監督と思いちがいしている人

はいないでしょうか。

大人がついていなければルールが守れないようでは大変です。

子ども達は、年令、発達段階に応じていろいろと体験を積み重ね、成長していかなければなりませ

ん。

経験と冒険で安全訓練を 事故の誘因

子どもにとっての冒険とは、すぐに目的が達 ①環境に潜む潜在危険

成するようなものでは意味がありませんが、 ②活動にそぐわない服装

はじめから成功はおぼつかないものへの挑戦を ③心の高ぶりや気のゆるみ

することは無謀といえます。 ④不真面目な態度や軽率な行動

子どもにとっては冒険であっても指導者の眼 以上四つの中の一つの要因でも事故が発生

で見れば、成功率が１００％に近いものである する可能性があり、二つ以上の要因が競合す

ことが大切です。 ると、更に事故の可能性が増すので要注意を。
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全国子ども会安全共済会
全国子ども会安全共済会ではインターネットから加入手続きができる

「ネット加入システム」を導入しております。PCやスマホから入力し

掛金を振り込むだけで補償がスタートします。

全国子ども会安全共済掛金

●子ども会賠償責任保険料及び全国子ども会連合会運営費を含み KN

一人あたり年額７０円です。（市子協会費５００円から支払います。）

共済金

●適用：子ども会活動中、往復途中の事故（健康保険を適用した交通事故も含む）

万一の事故の際の共済金のお支払額は以下のとおりです。

①死亡 ６００万円

②後遺障害 後遺障害の程度に応じて７万円～６００万円

③負傷・疾病 健康保険等を適用した医療費総額の30%

【治療期間は１８０日を限度とする。】

（ただし、共済金総額５０万円を支給限度とする。

また、共済金総額が１，０００円以下の場合は支給しない）

等 級 金額（万円） 後 遺 障 害 （一部抜粋）

１級 ６００ 両眼失明、両上肢や両下肢が用をなさなくなったものなど

２級 ５３０ 一眼が失明し他眼の視力が０．００２以下に減じたものなど

１５級 ７ １本以上の歯に歯科補てつなど

各 種 届 出 様 式

※☆★事前に行事届が出ていないと無効（ネット加入者は行事・活動名・備考をネットで！）

（書類加入用）★子ども会行事届★
１、子ども会名 ［ ］

２、育成会長名 ［ ］

３、行事名

［ ］

４、場所
［ ］

５、期日

［ ］

年間行事計画書に記入がないもの

※この内容をメールで事務局へ

★事 故 報 告★
１、子ども会名

２、被害者 男・女 歳

３、学年 年・幼児・育成者）

４、保護者名 続柄

５、住所 〒 熊本市

TEL（携帯）

６、行事名

７、発生場所

８、事故発生日 年 月 日

午前・午後 時 分 天候

９、育成会長名

10、事故の状況

（原因・処置･経過・傷害の状況など詳しく記入して下さい）

年間行事計画書か行事届（追加）があるもの
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子ども会賠償責任保険

予期しないときに 予期しない加害事故！

賠償責任保険

全子連安全会に加盟している単位子ども会、学校区、市区町村、郡都道府県、指定都市等の子ども

会連合組織の主催者責任を担保。 お支払いの限度額は次のとおりです。

１名につき １億円
身 体 障 害 免責金額 なし

１事故につき ５億円

財 物 損 壊 １事故につき ２００万円 免責金額 あり ※

※免責金額(自己負担額）は市子協で補助します。

①賠償責任保険とは

「子ども会活動中」の事故により、主催者以外の第三者が死傷したり、またはその財物に損害を与

えることにより、主催者側が法律上の賠償責任を負担することによって被る損害を保険金として支払

うものです。「子ども会活動中」とは、原則として子ども会行事に届けてあり、活動に従事している

間をいいます。ただし、借用物は使用中だけでなく運搬時も補償の対象になります。（自動車を除く）

②保険契約と保険料

この保険の契約は、毎年（公社）全国子ども会連合会とあいおいニッセイ同和損害保険（株）との

間で行い、保険料は、その金額を（公社）全国子ども会連合会で負担します。

③事故が発生した場合には (事故現場の写真を必ず撮っておくこと）

万一事故が発生した場合は、ただちに市子協事務局まで次のことを通知して下さい。

（１）子ども会名 （２）行事内容 （３）被害者名 （４）事故月日 （５）事故場所

（６）事故発生状況（傷害又は疾病の程度を含む）

年度途中での会長交代や、氏名の変更・訂正等は、その都度ご連絡ください。

（書類加入用）異 動 届

学 年 氏 名 性 別

旧( 子ども会名 )子ども会から

新( 子ども会名 )子ども会へ異動

届出者( )子ども会の

代表者 氏 名 ( )

市子協に加入している子ども会間での異動

★ジュニア･リーダー派遣申請書★

１ 子ども会名（ ）
２ 育成会長名（ ）

住所 〒
熊本市
ＴＥＬ (FAX)

３ 行事名及びプログラム
４ 参加予定者数（ ）人
５ 実施場所（所在地・名称）
６ 実施日時 令和 年 月 日

時間 ～ まで
７ ジュニア･リーダー希望人数 人

申
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子ども会とは

子どもによる 子どものための 子ども会活動

子ども会のねらい

子ども達は、素晴らしい個性や能力を持っています。

子ども達は、遊び仲間を求めており、遊び仲間を通して社会の一員として必要な知識、

技能及び態度を学んでいます。このような子どもの遊びをとらえ、健全な仲間づくりを

進め、心身の成長、発達に大切な活動を促進・助長する異年集団が子ども会です。

学校や家庭における教育とともに、子ども達が社会性、自主性、協調性などを身につける子ども会

活動は、欠くことのできない重要な教育的活動です。

子ども達の生きざまで、日本の将来が決まるといわれます。 子ども会の組織図

小さい時からどんな社会人に成長していくかが非常に大切な

ことです。将来日本の構成人員として、しっかり働ける社会人

へと成長していかなければなりません。

２１世紀の担い手にふさわしい人間として育てるために、子

ども会活動を広く進めましょう。

異年齢集団とは

子どもの人間形成にとって、集団活動はどうしても必要なことです。とりわけ、異年令集団による

活動は、子ども同士の関わりの中で、お互いに成長をしていきます。年令の高いものがリーダーシッ

プをとり、年令の低いものは、上のものの行動を見て手本とします。

子どもは、子ども同士の遊びの中から、社会性や運動能力、知的能力を発揮させます。以前はそう

した発達に、兄弟の影響が大きく作用していました。

最近子ども達は、いつも大人達から手厚く保護され、自分と年令の近い年上また年下の子どもとつ

きあう機会がほとんどなくなり、切磋琢磨の経験を持つことが出来なくなり、もまれてたくましく育

つという点で、重大な問題が起きています。

多くの職場では比較的年令の近い先輩や後輩の中で、社会人の一員として協力したりしながら、一

緒に仕事をしていく必要があります。ところが、そうした経験の乏しい子ども達は、職場の環境にな

じめない不適応を引き起こしたりする例があります。

そのときに気づいても遅いのです。子ども会活動は、子どもの将来につながる異年令集団活動の経

験をするという事からも重要な活動です。
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育成会とは 親と子で楽しい体験を････共汗は共感

子どもが主体･･････大人の支援

育成会の目的

●子ども達の活動が活発に行われ、その目的が充分に達成されるように側面から支援します。

●育成会員相互の向上と交流を図ります。

育成会の役割

育成会は側面から子ども会を育成することが原則で、直接的な指導にはあたりませ会は主として

次のような役割を果たします。

●活動の場を確保すること ●広報活動の充実をはかること

●活動に必要な教材、教具を整えること ●地域団体の協力が得られるように努めること

●財政の確立を図ること ●地域社会の環境をよくしていく努力をすること

●指導者の発見と養成に努めること ●安全対策を立てること

育成者の役割

現在成人社会で、生涯教育が叫ばれています。

子ども会育成会においての学習は、その一環といっても良いでしょう。我が子の成長に後れを取ら

ないように、また地域の教育力の向上のためにも大人達の勉強が必要なわけです。

我が子を育てるだけにとどまらず、多くの子ども達の成長と発達に関わり、子ども達と共に遊び、

共に学ぶ事の機会をもてる事は幸せなことです。

指導者の役割

集団指導者 TT

プログラムを立てるときや、行事会合などにつきそって会の指導助言にあたります。

特技（実技）指導者

歌やダンス、スポーツ等の特技を持って指導にあたります。

育成会のプログラム

先ず、年間プログラムが必要です。

昨年度の反省記録をもとに、さらに必要なものを取り入れながら地域に状況や、

子ども会の実態などを考え合わせて作成します。

特に大切なことは、育成会員の要求や願望が十分に取りあげられるようにとの配慮と、子ども会育

成の目標にかなっていることです
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子ども会活動

子どもの頃から、ボランティア精神を育てよう

子ども会発達段階別進め方

子ども達に任せると言っても、何をどのようにやればよいのかわからない段階では、かえって混乱

してしまいます。無理があっては長続きしません。子ども会の発達段階や子ども達の経験度、育成会

員の認識度、指導者の実力と深くかかわってきます。要は活動を続ける中で、いかに興味を持続させ

ながら子どもの実力を伸ばし自主性を育てていくかということです。

単位子ども会は継続していれば自然に実力がついてくるというものではありません。指導や育成者

の意図的で計画的な子どもとのかかわり方によりましょう。

子ども会活動の種類

社 集 会 活 動 新年度総会、進学祝いの会、月例会、地域の人を交えた集会

会 社 会 的 行 事 ひな祭り、母の日、父の日、七夕会、夏祭り、敬老の日

的 活動 ハロウィン、クリスマス会、夜回り、お別れ会

な 奉 仕 活 動 公園清掃、道路清掃、地域の花苗植え、施設訪問、労働奉仕

も 安全教育活動 安全教育、交通教室、自転車教室、体力測定、救急法、

の 安全ポスター作り、事故の原因調べ、危険地域の点検

文 芸能文化活動 人形劇、音楽会、伝統文化の勉強会、雨乞い太鼓、神楽太鼓

化 獅子舞、ふるさと再発見会、カルタ会、古典遊び、モグラ打ち

的 創 作 活 動 創作みこし、スケッチ大会、工作(しめ縄飾り、鯉のぼり、

な 凧、竹とんぼ、竹馬)、作品展

も 労作活動(生産) 花壇作り、資源物回収、観察記録会、植樹、さつまいも掘り

の 学 習 活 動 リーダー研修会、星座観察、他子ども会との交流会、読書会

体 スポーツ活動 球技の練習及び大会、水泳、ラジオ体操、ドッジボール、

育 ドッジビー、グランドゴルフ

的 野 外 活 動 オリエンテーリング、ハンターゲーム、ハイキング、

な キャンプ、登山、強歩会、サイクリング

も レクリエーショ レクダンス講習、スタンツ講習、フォークダンス

の ン活動 レクリエーション大会、ゲームなど講習会

準備的活動 ラジオ体操会、体力作り講習会、ニュースポーツルール講習会

情 報 活 動 かべ新聞作りと発表会、新聞作り、年間の歩み記録

インターネット、パソコンの使用法
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子ども会会則（例）

子どもの頃から、

遵法精神を育てよう ＴＴ

活動をスムーズに進めていくためには、活動の基本となる会の「名称・目的・組織・活動内容・会

費」等、必要な事を決めておかなければなりません。

会則（規約）は、子ども達の「会則（規約）」と大人達が組織されている育成会の「会則（規約）」

をそれぞれに決めておく事が大切です。

会則（規約）は、その会の憲法とも言えるものですから、会員全員が尊重し、みんなで守つていくよ

う心がけていくことが大切です

個人情報の観点から「個人情報取扱規則」も併せて制定しておきましょう。（ＨＰ参照）

子どもたちの会則（例）

〇〇子ども会会則

第１条 私たちの子ども会は、〇〇子ども会といいます。

第２条 この会の目的は、みんなが一緒になって遊び、助け合ってよい子になることです。

第３条 私たち〇〇子ども会は、この目標のために、次のことを行います。
(１)お互いに力を合わせて、仲良くします。
(２)お互いを大切にし、助け合います。
(３)みんなで勉強し合って、よい子どもになります。
(４)他人に迷惑をかけず、人のためになることを行います。

第４条 私たち〇〇子ども会は、口口地域に住んでいる小中学生で作ります。

第５条 私たちの子ども会は、次の役員をおきます。
(１)会 長 １名（子ども会の全てのことをまとめます。）
(２)副会長 ２名（会長を助け、時には会長の代わりもします。）
(３)書 記 １名（全ての記録や通知などを作ります。）
(４)会 計 １名（会のお金を取り扱います。）
(５)班 長 〇名（班で選び、班のまとめ役や連絡を行います。）

第６条 子ども会の役員は、全会員の選挙で選びます。

第７条 役員の任期は、１年とします。

第８条 私たち〇〇子ども会の会費は、一人〇〇円です。

第９条 私たち〇〇子ども会のことは、何でも育成会と指導者に連絡したり、相談したり
します。

第１０条 私たち〇〇子ども会は、年１回以上の総会を行います。

第１１条 私たちは、個人情報を適正に取り扱います。

第１２条 この会則は、総会で変えることができます。

※この会則は、令和〇年〇月〇日から、守ります。
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ジュニア･リーダー 遊びのない子どもには

育成と活動 健全な成長は望めない

ジュニア･リーダー（ＪＬ）の目的

●ジュニア・リーダーは、子ども会会員の良き遊び相手、話し相手となり、

育成者、指導者の架け橋となります。

●プログラムを立てたり、ゲームや、レクリエーションの実技指導を行い、

子ども達の良きお兄さん、お姉さんの役割を果たします。

●指導者としての学習を行い新しい時代を担うリーダーとして、自分自身の向上を図るものです。

ジュニア･リーダーとしての条件

●熊本市内の中学生・高校生であること

●子どもが好きであること

●どの子どもにも公平に接することができること

●リーダー自身の中にいつも「向上しようという姿勢」があること

●ボランティア精神を発揮できる人

活動内容

●子ども会活動におけるレクリエーション指導・助言

◆ジュニア･リーダー派遣申請はＰ５を参照

●キャンプ等野外活動の指導・支援

●各種大会・研修会への参加・派遣

（定例会・・・毎月第２土曜日／午後 1時より

熊本市中央公民館等で）

10



子どもたちの良き遊び相手・相談相手として活動してみませんか？！

ジュニア・リーダー（ＪＬ）とは、休みの日などを利用して、子ども会の子ども達のために活動し

ている中学生・高校生によるボランティア組織です。

ボランティア活動に興味があり、子どもたちが大好きでいろいろなお世話をしてみたい人、活動を

通して視野を広げたい人、友達を増やしたい人など「やる気」さえあれば、誰でも大歓迎です。

この活動の楽しさは、やってみると分かります。

先ずは、近くのジュニア・リーダーまたは、下記の子ども会事務局までお問い合わせください。

なお、例年３月後半の土日にジュニア・リーダー研修会を開催し、２月に参加者を募集しています。

その頃の市政だよりや市子協ＨＰをご覧下さい。

《名称》 熊本市子ども会育成協議会ジュニア・リーダー（ＪＬ）

《事務局》 熊本市子ども会育成協議会

《入会資格》 熊本市内在住又は通学の中学１年生から高校３年生

《入会費》 無料（活動に伴う）交通費・食事費などについては、事務局で助成）

《活動内容》 子ども会活動におけるレクリエーション指導・助言

キャンプ等野外活動指導・支援 各種大会・研修会への参加・派遣

定例会････毎月第２土曜日 午後１時より熊本市中央公民館等で開催

熊本市子ども会育成協議会

〒８６１－８０７４ 熊本市北区清水本町１６－１０

熊本市健康センター清水分室新館２階 ⇒

ＴＥＬ ０９６－２８８－１１６４

ＦＡＸ ０９６－３４３－５９００

事務局業務日時：月～金（祝祭日除く）

９時～１６時

ＨＰ http://www.kodomo-kai.or.jp/kumamotosi/

Ｍａｉｌ kumamoto-kodomokai@nifty.com ＨＰ Ｍａｉｌ



子ども会に入ろう ！!
2026/03(改)

かわいい子には体験を！ 熊本市子ども会育成協議会

↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓

子ども会活動････ 町内のいろんな学年集団での活動

学校だけでは得られない 子どもの頃からの 体験活動が大事です

安心して子ども会活動を行うために･･⇒ 市子協に加入(会員登録)しましょう

《 ０歳から上限無しで加入可能：年５００円 》

１ 子ども会活動を安心して実施できるよう補償されます。(保険へ自動加入） ＨＰ

○会員のケガ・病気･･････････････全国子ども会安全共済会(健康保険利用の３割）

○第三者へのケガ、物品破損････賠償責任保険

２ 市子協の行事に参加できる。

〇熊本市子ども会大会

○野外活動体験（有料）

３ ニュースポーツ用具の無料貸出が受けられる。

○ディスゲッター・フリスビー、輪投げ、ボッチャ、射的、

ボウリングのピン(本物：ボウリング場用)

４ 子ども会活動の参考資料が受け取れる。(各単位子ども会)

○「子ども会しおり」「子ども会だより」その他資料

５ 単位子ども会の活動をＨＰで紹介(市子協へ活動報告をする。）

○単位子ども会の活動記録になる。

○ＨＰへ掲載の子ども会へは、冊子「活動の実際○」を贈呈

６ 施設利用の〈団体割引〉が受けられる。

○ボウリング場、映画館、体験施設、等の案内

７ 単位子ども会の活動支援に、ＪＬの派遣が受けられる。

８ 各単位又は地域子ども会の育成者講習会・情報交換会の開催・助言が受けられる。

９ 「協賛事業」：「協賛施設」利用時の特典が受けられる。(会員・家族〈個人利用〉）

○【一例】：「料金の割引」「ドリンクのサービス」「ボウリングシューズ無料」「プレゼント」等

◆事業への賛同施設を随時募集、会員からも希望の施設等の情報提供をして下さい。

（異年齢集団）

（熊本市子協・市子協）



企業・団体等と熊本市子ども会育成協議会との協賛事業

子ども会会員に「 協賛特典 」をプラスした

豊かな体験の場、安らぎ、交流、食事等の機会を提供して下さる

企業・団体等を「 協賛施設 」とします。 《 令和７年度から発足 》

○当初は、協賛企業・団体（事業所）等は少ないですが、熊本県子ども会連合会とも連携して事業

を推進していますので、順次募集・追加していきます。

○協賛して欲しい希望の施設・レストラン等を子ども会からも広く募集します。

市子協までご連絡ください。

Ｗeb会員証の受取方法 及び 利用方法

１ 熊本市子協へ加入（加入申込書・年間行事計画書を提出、会費納入）

その後

２ 育成会会長はメールで、①子ども会名、②育成会会長（代表者）名を

熊本市子協宛て送信して下さい。

３ そのメールに市子協からの返信で「Web会員証」を発行します。

４ その「Web 会員証」を会員(その保護者)全員にメールで配布して下さい。 Mail

５ 協賛施設・レストラン等の利用時に、スマホ・タブレット等で Web 会員証を表示・提示

して所定の特典を受けて下さい。（会員・家族の個人利用）

※詳細は施設に問合せて下さい。

６ 協賛施設及び特典等は熊本市子協のＨＰをご覧下さい。（Ｒ７／０４～）

７ 協賛施設・特典等の追加・変更等があればその都度更新します。

８ 会員証は毎年度発行（年度版：当該年度限り有効。会員のみ使用・会員外貸与禁止）

協賛施設証 熊本市子協会員証 （裏面）

※
毎
年
度
更
新
し
ま
す
。

表
示
の
年
度
・
色
（
網
掛
け

と
同
系
色
）
が
替
わ
り
ま
す
。



市子協会員の市子協会員の 子ども会活動子ども会活動のためののための 無料 （2026/3 改7）

ニュースポーツ用具 貸し出しニュースポーツ用具 貸し出し
ディスゲッター ●縦横３枚ずつの９枚のボードをはめ込んだ的に、離れた所からディスクを投げ各ボ

（５セット） ードを打ち落として、その点数を競います。
●投げる距離、一人で投げる回数、落としたボードの点数、点数の集計などはゲーム
をする人たちで事前に自由に決める事が出来ます。

●ビンゴゲームのようにして競うことも出来ます。
●参加者の学年など考慮して色々工夫して、ルールを決め、皆が仲良く楽しく遊べる
ようにしましょう。
※分解して持ち運べる専用キャリングバッグ付き (150㎝× 50㎝)

フリスビー ●ディスゲッターでボードを打ち落とすのに使います。
（１０枚）×５ ●ドッジビーなどアイディア次第では他のゲームにも使えます。

輪 投 げ ● ９本の棒が立った台に向かって輪を投げ、その棒に輪を投げ入れて点数を競いま
（４セット） す。

●ルールの一例は用具の説明に記入してありますが、グループ編成、投げる距離、一
人で投げる回数、どの棒に入ったかで決まる点数、点数の集計などはゲームをする
人たちで事前に自由に決めることが出来ます。

●ビンゴゲームのようして競うことも出来ます。
●参加者の学年など考慮して色々工夫して、ルールを決め、皆が仲良く、楽しく遊べる

(ケース付き） ようにしましょう。 ◆部品をなくさないようにしてください。

ボッチャ ●ボッチャはヨーロッパで生まれたスポーツで、１９８８年のソウル大会からパラリンピッ
（４セット） クの正式種目となりました。

●ジャックボール（目標球＝白いボール）に、赤・青のそれぞれ６球ずつのボールを投
げたり、転がしたり、他のボールに当てたりして、いかに近づけるかを競います。

ターゲット ●男女の区別なく、個人戦と団体戦（２対２のペア戦と３対３のチーム戦）が有ります。
●子どもから大人まで楽しく競技できます。
● ジャックボールの代わりに、ターゲットを使い、ターゲットの点数の合計で

（屋内用） 競う事も出来ます。 ●狭い所でも、畳の上でも出来ます。
◆使ったボールは綺麗に拭いて返してください。

射 的 ●組み立て式の台(プラスチック３段)と飾り
（４セット・銃８丁） 及び１台につき銃２丁、吸盤(玉)が各３個

●後ろに赤色プラスチックの屏風（三つ折りボード）

●景品は各子ども会でご準備下さい。

◆プラスチックのプランター台を流用した手作りです。取り扱いは丁寧に！

ワンピーススタンプ ●ワンピースのキャラクター１２種類の消しゴムスタンプ（大きさ約５㎝角内）
（１２種類） ●必要なキャラクターを選んで借りることもできます。

●Ｔ小学校○町内子ども会の前会長Ｓ様手作り作品（大変精巧にできています）
●専用スタンプ台とセット（同じ色）で使用して下さい。

他 ◆大変精巧な作りです。取り扱いは丁寧に、紛失しないようにしてください。

ボウリング ●ボウリング場から頂いた本物のピンです。
ピン(３本) ●高さ３８㎝、直径１２㎝、重さ約１．５㎏で、木製(カエデ＝メープル）

(本物＝ボウリング場用） ●ボールは適当に使用者で準備してください。倒れてピン同士がぶっつかると、ボウリ
ング場で聞くような「カーン」という音がします。

●レーンの距離は６０フィート（約１８ m ）ですので、その何分の一と決めてすることも面
白いかも知れません。

●ケガをしないように、十分注意をしてゲームをしてください。

予 約 ●熊本市健康センター清水分室（新館２階
●熊本市子ども会育成協議会へ

電話またはＦＡＸ、メールでご連絡ください。
電話 ０９６－２８８－１１６４
FAX ０９６－３４３－５９００

Mail kumamoto-kodomokai@nifty.com Mail

受け取り ●来所の上、申込書に必要事項を記入して受け取ってください。

返 却 ●返却予定日までに部品の数等を確認して、清掃して返却してください。

★貸出料は無料です。数に限りがありますが、どうぞ遠慮無くご利用ください。
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熊
本
市
子
ど
も
会
育
成
協
議
会

会
長

山
本

一
郎

あ
い
さ
つ

熊
本
市
子
ど
も
会
育
成
協
議
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
当
協
議
会
の
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
多
大
の
ご
協
力
を
賜
り
、
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
に
多
様
な
活
動
を
さ
れ
、
子
ど
も
会
の
発
展
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

単
位
子
ど
も
会
で
は
人
数
が
少
な
く
な
り
な
が
ら
も
楽
し
い
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
単
位
子
ど
も
会
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
活
動
は
、
市
子
協
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ど
の
子
ど
も
会
の
活
動
も
ア
イ
デ
ィ
ア
あ
ふ
れ
る

楽
し
い
活
動
で
す
。
ど
う
ぞ
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
た
り
し
て
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
よ
り
多
く
活
動
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年
も
、
単
位
子
ど
も

会
と
市
子
協
の
絆
を
強
め
、
子
ど
も
会
活
動
の
活
性
化
の
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

子
ど
も
が
少
な
く
な
っ
た
町
内
が
、
他
の
町
内
と
合
同
で
一
つ
の
子
ど
も
会
と
し

た
り
、
保
護
者
と
共
に
自
治
会
や
地
域
の
他
の
人
が
お
世
話
を
さ
れ
た
り
と
、
子
ど

も
会
の
組
織
作
り
や
運
営
面
で
も
様
々
な
工
夫
が
見
ら
れ
ま
す
。
時
に
は
町
内
の
自

治
会
と
子
ど
も
会
で
話
し
合
っ
て
合
同
で
行
事
を
開
催
さ
れ
た
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

町
内
の
役
員
さ
ん
も
子
ど
も
会
の
こ
と
を
理
解
さ
れ
、
行
事
に
積
極
的
に
協
力
さ
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

昨
年
十
一
月
十
五
日
～
十
六
日
、
第
五
八
回
全
国
子
ど
も
会
育
成
中
央
会
議
・
研

究
大
会
が
、
全
子
連
主
催
・
熊
本
市
子
協
主
管
と
し
て
熊
本
城
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
大
会
テ
ー
マ
「
子
ど
も
会
に
社
会
の
力
を
結
集
し
よ
う
」
～
子
ど

も
会
活
動
活
性
化
の
具
体
策
と
行
動
～
の
も
と
に
、
全
体
会
と
八
分
科
会
で
有
意
義

な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
数
が
減
り
、
役
員
の
な
り
手
が
少
な
く

な
っ
た
今
こ
そ
地
域
と
の
絆
を
深
め
、子
ど
も
会
に
社
会
の
力
を
結
集
し
て
下
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
で
研
究
大
会
の
報
告
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
年
二
月
一
日
に
熊
本
市
食
品
交
流
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
（
フ
ー
ド
パ
ル
）

で
熊
本
市
子
ど
も
会
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
の
一
、
八
倍
の
参
加
者
で
大
盛
況

で
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
や
ユ
ー
ス
・
リ
ー
ダ
ー
も
大
活
躍
し
ま
し
た
。
単
位
子

ど
も
会
で
も
ジ
ュ
ニ
ア
。
リ
ー
ダ
ー
の
派
遣
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
子
ど
も
に
よ
る

子
ど
も
の
た
め
の

子
ど
も
会
活
動
」
を
理
念
に
、
単
位
子

ど
も
会
の
発
展
と
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に
寄
与
す
る
こ
と
が
市
子
協
の
使

命
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
気
軽
に
市
子
協
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
後
と
も
市
子
協
の
活
動
に
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
と

な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

ジュニア・リーダー（ＪＬ）各種研修・講習会、育成研 等
月 日（曜日） 行 事 名 実施場所

４ １１（土） ジュニア・リーダー講習会 熊本市中央公民館７Ｆ

８ ８（土）～１０（月） 指定都市ジュニア・リーダー研修会 神戸市

10、11 ３１（土）～１（日） 九州地区子ども会育成研究大会 鹿児島県

１１ ２１（土）～２２（日） 全国子ども会育成中央会議研究大会 大阪府

市
子
協

令
和
八
年
度

主
要
事
業
計
画

案

行事は諸事情により変更になる場合があります。事前にＨＰ等で連絡いたしますのでＨＰにご留意下さい。

業務時間９：００～１６：００年１回発行

市子協主催事業

月 日（曜日） 行 事 名 実施場所等

４ １（水） 市子協加入受付開始 ﾈｯﾄ加入が基本、ﾒｰﾙ、郵送可

６ ７（日）午後 総会 熊本市中央公民館７Ｆホール

７ ２５（土）～２６（日） 野外活動体験（金峰山キャンプ） 熊本市立金峰山自然の家

１０又２ （日） 熊本市子ども会大会 熊本市食品交流会館(フードパル熊本)

３ （土）～（日） ジュニア・リーダー研修会 金峰山自然の家（ヤマガラ ビレッジ）
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令
和
七
年
度
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
全
国
子
ど
も
会
連
合
会
表
彰

◎
山
田

は
る
美

市
子
協
副
会
長

◎
森

ゆ
み
子

熊
本
市
子
協
理
事

◎
野
村

良
三

熊
本
市
子
協
理
事

◎
池
田

孝
史

熊
本
市
子
協
理
事

●
九
州
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰

●
熊
本
市
子
ど
も
会
育
成
協
議
会
表
彰

◎
◎
真
柴

真
琴

熊
本
市
子
協
理
事

◎
◎
青
木

慶
記

熊
本
市
子
協
理
事

◎
◎
坂
田

康
政

熊
本
市
子
協
理
事

◎
◎
笹
木

慎
一
郎

熊
本
市
子
協
理
事

●
熊
本
市
子
ど
も
会
育
成
協
議
会
表
彰

団
体

（
永
年
に
渡
り
活
動
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
）

◎
西
里
校
区
徳
王
子
ど
も
会

様

個
人

（
五
年
以
上
継
続
し
て
活
動
、
三
年
以
上
会
長
と
し
て
活
動

そ
の
功
績
が
顕
著
）

◎
内
村

直
樹

様

古
町
９
町
内
子
ど
も
会

◎
苅
野

裕
子

様

楡
木
４
町
内
子
ど
も
会

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

◎
村
田

小
春

Ｊ
Ｌ

●
熊
本
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
表
彰

◎
吉
川

瑠
李

Ｙ
Ｌ
（
ユ
ー
ス
・
リ
ー
ダ
ー
）

●
熊
本
市
・
青
少
年
善
行
表
彰

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
そ
の
功
績
が
顕
著
）

◎
稲
田

真
莉
乃

Ｙ
Ｌ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

熊
本
市
子
ど
も
会
育
成
協
議
会
・
表
彰

「
特
別
活
動
賞
」(

団
体)

（
単
位
子
ど
も
会
に
お
い
て
創
意
工
夫
し
て
活
動
し
、

市
子
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
紹
介
し
、
多
く

の
子
ど
も
会
活
動
の
活
性
化
に
寄
与
し
ま
し
た
。
）

●
城
南
校
区
２
町
内
子
ど
も
会
（
１
）

１
１
３

「
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
子
ど
も
会

活
動
の
取
り
組
み
を
め
ざ
し
て
」

●
城
南
小
学
校
１
町
内
子
ど
も
会
（
７
）

１
１
４

「
子
ど
も
会
６
年
生
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

●
城
南
校
区
２
町
内
子
ど
も
会
（
２
）

１
１
５

「
歓
迎
会
」

●
城
南
小
学
校
１
町
内
子
ど
も
会
（
８
）

１
１
６

「
西
前
田
公
園
花
壇
花
植
＆
町
内

一
斉
清
掃
活
動
」

●
城
南
小
学
校
１
町
内
子
ど
も
会
（
９
）

１
１
７

「
６
月
の
お
楽
し
み
会
（
歓
迎
会
）
」

●
秋
津
レ
ー
ク
タ
ウ
ン
子
ど
も
会
（
３
）

１
１
８

「
資
源
回
収
」

●
西
里
校
区
和
泉
わ
く
わ
く
隊
（
１
）

１
１
９

「
春
の
お
楽
し
み
会
」

●
秋
津
レ
ー
ク
タ
ウ
ン
子
ど
も
会
（
４
）

１
２
０

「
夏
休
み
子
ど
も
学
習
会
」

●
城
南
小
学
校
１
町
内
子
ど
も
会
（
１
０
）

１
２
１

「
〈
竹
水
て
っ
ぽ
う
作
り
～
自
分

だ
け
の
水
て
っ
ぽ
う
を
作
ろ
う
♪
～
」

●
秋
津
レ
ー
ク
タ
ウ
ン
子
ど
も
会
（
５
）

１
２
２

「
ラ
ジ
オ
体
操
」

●
城
南
小
学
校
１
町
内
子
ど
も
会
（
１
１
）

１
２
３

「
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
」

●
秋
津
レ
ー
ク
タ
ウ
ン
子
ど
も
会
（
６
）

１
２
４

「
秋
祭
り
」

●
城
南
小
学
校
１
町
内
子
ど
も
会
（
１
２
）

１
２
５

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
」

●
城
南
校
区
２
町
内
子
ど
も
会
（
３
）

１
２
６

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
お
楽
し
み
会
」

●
城
南
校
区
２
町
内
子
ど
も
会
（
４
）

１
２
７

「
集
団
回
収
」

●
若
葉
４
町
内
楠
子
ど
も
会
Ａ
Ｂ
Ｃ
班
（
７
）

１
２
８

「
ワ
ク
ワ
ク
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク

～
親
子
で
つ
な
が
る
笑
顔
の
ひ
と
と
き
～
」

●
秋
津
レ
ー
ク
タ
ウ
ン
子
ど
も
会
（
７
）

１
２
９

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

●
城
南
校
区
１
町
内
（
１
３
）
・
２
町
内
（
５
）

子
ど
も
会
合
同

１
３
０

「
６
年
生
主
催
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

●
飽
田
南
校
区
第
２
町
内
子
ど
も
会
（
３
）

１
３
１

「
藁
積
み
」
、
「
し
め
縄
作
り
と

ク
リ
ス
マ
ス
会
」

●
西
里
校
区
和
泉
わ
く
わ
く
隊
（
２
）

１
３
２

「
冬
バ
ー
ジ
ョ
ン
」

●
飽
田
南
校
区
第
２
町
内
子
ど
も
会
（
４
）

１
３
３

「
ど
ん
ど
や
」

●
城
南
小
学
校
１
町
内
子
ど
も
会
（
１
４
）

１
３
４

「
お
別
れ
会
」

●
城
南
校
区
２
町
内
子
ど
も
会
（
６
）

１
３
５

「
地
域
公
園
清
掃
活
動
」

●
城
南
校
区
２
町
内
子
ど
も
会
（
７
）

１
３
６

「
６
年
生
お
別
れ
会
」

※
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
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「
第
五
十
四
回
指
定
都
市
子
ど
も

会
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
研
修

会

名
古
屋
大
会
に
参
加
し
て

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

加
藤

寧
雄

僕
は
こ
の
大
会
を
終
え
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
に
対
す

る
思
い
が
と
て
も
強
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
改

め
て
ジ
ュ
ニ
ア
の
凄
さ
、
大
切
さ
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

二
日
目
が
終
わ
っ
て
就
寝
前
に
、
仙
台
市
の
子

と
二
時
間
ほ
ど
Ｊ
Ｌ
活
動
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し

た
。
仙
台
市
Ｊ
Ｌ
は
教
育
委
員
会
か
ら
な
っ
て
い

て
、
市
内
に
三
０
サ
ー
ク
ル
も
あ
り
、
一
年
に
派

遣
要
請
の
数
が
何
十
件
も
あ
る
と
聞
い
て
と
て
も

驚
き
ま
し
た
。
僕
は
個
人
的
に
仙
台
市
Ｊ
Ｌ
は
と

っ
て
も
活
発
で
、
自
信
に
満
ち
て
い
て
、
な
ん
で

こ
ん
な
上
手
い
の
か
な
ぁ
？
と
不
思
議
に
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
話
を
聞
い
て
派
遣
要
請
で
得

た
経
験
が
仙
台
市
Ｊ
Ｌ
を
強
く
し
て
い
る
と
確
信

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
良
い
話
ば
か
り
で
は
な
く
、

仙
台
市
は
、
遠
征
費
が
支
給
さ
れ
ず
、
今
回
も
中

学
三
年
生
の
子
が
約
十
万
円
も
払
っ
て
大
会
に
参

加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
環
境
下
で
も
、
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て
参

加
し
て
い
る
仙
台
市
の
子
た
ち
を
と
っ
て
も
尊
敬

し
ま
す
。
（
中
略
）

一
日
目
の
研
修
で
「
表
に

出
て
る
人
、
裏
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
が
こ
の
大

会
に
ど
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
行
動
し
て
い
る
の

か
？

み
ん
な
に
ど
う
気
を
遣
っ
て
い
る
の
か
？

た
く
さ
ん
の
こ
と
に
気
づ
く
」
と
い
う
目
標
を

立
て
ま
し
た
。
す
る
と
、
他
都
市
の
Ｙ
Ｌ
か
ら
、

「
こ
の
目
標
に
感
謝
し
て
そ
れ
を
行
動
に
生
か
し

て
み
て
！
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。

僕
は
こ
の
目
標
を
実
践
す
る
こ
と
で
Ｙ
Ｌ
に
近

づ
け
た
気
が
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
日
々
の
活

動
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
大
会
に

参
加
さ
せ
て
頂
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
‼

寄 稿

「
第
六
十
一
回
指
定
都
市
子
ど
も
会
育
成

研
究
協
議
会

広
島
大
会
」
第
二
分
科
会

参
加
報
告

会
長

山
本

一
郎

テ
ー
マ
「
家
族
中
心
の
社
会
と
子
ど
も
会
と
の
関

係
に
つ
い
て
」
～
親
子
で
楽
し
む
子
ど
も
会
～

広
島
西
区
の
取
り
組
み
の
実
例
を
西
区
子
ど
も
会

の
研
修
部
長
山
本
直
史
氏
よ
り
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

（
研
修
テ
ー
マ
）

◎
様
々
な
体
験
を
通
し
て
、
子
ど
も
会
の
魅
力
を
伝

え
る
。
◎
子
ど
も
と
一
緒
に
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、

楽
し
か
っ
た
経
験
を
家
族
で
話
し
合
お
う
。

（
一
）
親
子
が
共
に
体
験
し
な
が
ら
学
べ
る
研
修
会

を
少
年
自
然
の
家
で
年
二
回
行
っ
て
い
る
。

（
一
泊
二
日
）
参
加
者
二
０
０
名
（
学
区
十
五
校
）

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
子
ど
も
会
活
動
を
通
し

て
家
族
の
絆
を
深
め
、
同
じ
体
験
を
共
有
し
、
近
隣

の
家
族
と
の
ふ
れ
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
二
）
西
区
で
は
学
区
の
四
年
生
～
六
年
生
を
対
象

に
一
年
間
を
通
し
て
「
年
少
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
行

っ
て
い
る
。

○
研
修
は
皆
で
楽
し
く
遊
ん
で
学
べ
る
研
修

○
参
加
者
費
用
は
一
八
，
０
０
０
円
（
年
間
全
て

の
経
費
が
含
ま
れ
て
い
る
）
ほ
と
ん
ど
が
最
後
に

行
う
高
知
県
に
二
泊
三
日
の
研
修
に
使
っ
て
い
る
。

○
Ｙ
Ｌ
、
Ｊ
Ｌ
か
ら
の
発
表
で
皆
が
楽
し
く
次
は

Ｊ
Ｌ
に
な
り
た
い
（
青
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
た
い
）
と

〈
Ｊ
Ｌ
の
役
割
〉

Ｊ
Ｌ
高
校
一
年
生･
･
･
･

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
キ
ャ

ン
プ
で
薪
を
く
べ
た
り･
･

）

二
年
生･
･
･
･

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成

三
年
生･

･
･
･

困
っ
た
時
の
ア
ド
バ
イ
ス

◎
出
席
者
か
ら
一
八
，
０
０
０
円
は
高
い
の
で
は
な

い
か
？
→
費
用
は
バ
ス
代
が
主

◎
研
修
は
誰
が
行
っ
て
い
る
の
か
？
→
Ｊ
Ｌ
、
Ｙ
Ｌ

今
体
験
不
足
と
言
わ
れ
る
中
で
、
こ
の
発
表
は
良

い
実
例
に
な
り
ま
し
た
。

寄 稿

令
和
八
年

「
今
年
の
抱
負
」

～
漢
字1

文
字
・
二
文
字
で
表
す
と
～

（
姓
．名
、
）

①
〈

躍

〉（
Ｔ
．Ｎ
．）
《
中
２
に
な
る
の
で
今
ま
で
よ
り
も

勉
強
し
、
テ
ス
ト
で
良
い
点
を
取
っ
た
り
、
Ｊ
Ｌ
で
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
た
り
し
て
躍
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。
》

②
〈

関

〉（
Ｉ
．Ｈ
．）
《
今
年
は
中
２
に
な
る
の
で
、
新
し

く
中
学
校
に
入
学
し
て
く
る
人
た
ち
と
関
わ
っ
た
り
、
Ｊ

Ｌ
と
し
て
た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ
っ
て
、
人
と
し
て
も
っ

と
成
長
で
き
る
一
年
に
し
た
い
で
す
。
》

③
〈

遊
・
歌

〉（
Ｋ
．Ｍ
．）
《
た
く
さ
ん
ゲ
ー
ム
し
て
遊
ん

で
歌
っ
て
、
好
き
な
こ
と
に
没
頭
し
て
楽
し
い
一
年
に
し

た
い
で
す
。
》

④
〈

奏

〉（
Ｉ
．Ａ
．）
《
吹
奏
楽
部
だ
か
ら
、
自
分
の
担
当

の
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
を
練
習
し
、
自
分
が
好
き
な
音
や
み

ん
な
が
聴
い
て
く
れ
る
様
な
音
楽
を
奏
で
た
い

で
す
。
》

⑤
〈

挑
戦

〉（
Ｍ
．Ｋ
．）
《
今
年
Ｊ
Ｌ
二
年
目
に
な
る
の

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。
》

⑥
〈

変

〉（
Ｋ
．Ｓ
．）
《
心
を
入
れ
替
え
て
、
今
の
自
分
か

ら
も
っ
と
成
長
し
た
自
分
に
変
わ
れ
る
よ
う
な
一
年
に

し
た
い
。
》

⑦
〈

実

〉（
Ｕ
．Ｈ
．）
《
今
年
は
受
験
が
あ
る
の
で
Ｊ
Ｌ
と

し
て
活
動
し
た
実
績
を
活
か
し
て
、
夢
を
実
現
し
た
い

か
ら
。
》

⑧
〈

上

〉（
Ｍ
．Ｋ
．）
《
四
月
か
ら
は
Ｊ
Ｌ
と
し
て
最
後
の

一
年
に
な
る
た
め
、
さ
ら
な
る
高
み（
上
）
を
目
指
し
て

頑
張
り
た
い
。
》

⑨
〈

励

〉（
Ｋ
．Ｎ
．）
《
ど
ん
な
こ
と
で
も
精
力
的
に
頑
張

り
ま
す
。
》

⑩
〈

知

〉（
Ｏ
．Ｓ
．）
《
好
き
な
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

物
事
を
深
く
知
る
一
年
に
し
た
い
、
と
思
っ
た
か
ら
。

考
え
て
自
分
の
言
葉
に
し
て
理
解
す
る
こ
と
を
大
切

に
し
た
い
。
》

⑪
〈

勉

〉（
Ｋ
．Ａ
．）
《
今
年
は
受
験
生
な
の
で
、
志
望
校

合
格
の
た
め
、
後
悔
し
な
い
よ
う
全
力
で
頑
張
る
。
》

⑫
〈

新

〉（
Ｍ
．Ｋ
．）
《
四
月
か
ら
大
学
生
に
な
る
の
で
、

新
し
い
環
境
で
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。
》
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《
続
》
令
和
八
年

「
今
年
の
抱
負
」

⑬
〈

学

〉（
内
田
悠
誠
Ｙ
Ｌ
）
《
何
事
に
も

挑
戦
し
て
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
た
い
か
ら
。
》

⑭
〈

健
康

〉（
Ｙ
．Ｒ
．Ｙ
Ｌ
）
《
健
康
第
一
に
実
習
や
試

験
を
頑
張
り
ま
す
。
》

⑮
〈

原

〉（
Ｎ
．Ｓ
．Ｙ
Ｌ
）
《
何
事
も
原
点
に
戻
っ
て
、

一
日
一
日
を
大
切
に
で
き
る
１
年
に
し
ま
す
。
ウ
マ
ー

く
い
き
ま
す
よ
う
に
。
》

⑯
〈

健

〉（
Ｙ
．Ｙ
．事
）
《
健
や
か
に
一
年
を
過
ご
し
た

い
。
》

⑰
〈

変

〉（
Ｋ
．Ｓ
．事
）
《
今
年
三
月
末
で
退
職
す
る
の

で
気
分
一
変
、
余
暇
を
趣
味
で
充
実
さ
せ
た
い
。
》

第
五
十
八
回
全
国
子
ど
も
会

育
成
中
央
会
議
・
研
究
大
会

主
催
：
全
子
連

主
管
：
熊
本
市
子
協

期
日
：
令
和
七
年
十
一
月
十
五
日
～
十
六
日

場
所
：
熊
本
城
ホ
ー
ル

シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
及
び
各
会
議
室

☆
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

熊
本
市
立
必
由
館
高
校
書
道
部
・
和
太
鼓
部

☆
市
長
講
演
：
大
西
一
史

熊
本
市
長

☆
記
念
講
演
：
田
中
晶
子

熊
本
学
園
大
学
講
師

☆
受
賞
者
を
囲
む
会
・
情
報
交
換
会

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
：
熊
本
新
町
獅
子
保
存
会

☆
第
６
分
科
会
発
表
：
熊
本
市
生
涯
学
習
課

☆
第
７
分
科
会
発
表
：
熊
本
市
子
協
事
務
局

▽
熊
本
市
子
ど
も
会
大
会

・
令
和
八
年
二
月
一
日

・
熊
本
市
食
品
交
流
会
館

▽
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
Ｒ
六
年
度
）

・
令
和
七
年
三
月
二
十
二
～
二
十
三

（
令
和
七
年
度
は
令
和
八
年
三
月
二
十
二
日)

▽
自
衛
隊
・
単
位
子
ど
も
会
へ
Ｊ
Ｌ
派
遣

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
活
動

●
日
常････

定
例
会

・
毎
月
第
二
土
曜
日
午
後
一
時
か
ら
五
時

・
主
に

熊
本
市
中
央
公
民
館

・
内
容

市
子
協
主
催
行
事
に
つ
い
て
の
話
合
い

準
備
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
習
得
な
ど

●
主
催
事
業
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

▽
市
子
協
総
会

・
令
和
七
年
六
月
十
五
日

熊
本
市
中
央
公
民
館

▽
野
外
活
動
体
験
（
キ
ャ
ン
プ
）

・
令
和
七
年
七
月
二
六
（
土
）
・
二
七
日
（
日
）

・
金
峰
山
自
然
の
家

ヤ
マ
ガ
ラ
ビ
レ
ッ
ジ
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◎単位子ども会から、創意工夫した活動が

報告された一例。（詳しくはＨＰ等を参照）

【１１５】『歓迎会』４月～５月準備 【１１６】『西前田公園花壇花植え＆町内一

（５月） 城南校区２町内子ども会 斉清掃』（５月）城南小学校１町内子ども会

６年生が事前に内容について話し合い、チ 自治会から声をかけてもらって、子ども達、

ラシ・金券作り、お菓子買出し、準備⇒当 保護者、自治会役員が一緒に花植え。

日：司会進行６年生→宝探しゲーム さらに子ども会は道路の清掃活動

しっぽ取りゲーム。５･６年生見本 ●この活動のここがすごい

●この活動のここがすごい 現代の核家族化の中、地域の大人とふれ合

６年生が事前の話し合い、準備（３回） える活動。登下校の見守り活動以外に互いの

⇒「子どもによる子どものための子ども会 交流が深まっている。自治会長「子どもたち

活動」の実践。１年生に の成長、花の成長を楽しみに

優しく対応⇒子ども会 している」とい心温まる言葉

活動という異年齢集団 ⇒日頃から地域の温かい支援

の良さが現れている。 絆の深まり

【１１９】『春のお楽しみ会』（６月） 【１２０】『夏休み子ども学習会』（７月）

西里校区 和泉わくわく隊 秋津レークタウン子ども会

３地区が集まった子ども会の 夏休み間もなく、朝の２時間、

初めての会：見知り会も会わせ 公民館のクーラーの効いた涼しい

てランチ会。⇒子どもの嗜好と 部屋で学習会。各自思い思いに宿

とやや違い有り。お楽しみボランティアに 題、絵本や小説などの読書

よるバルーンアートに子どもは釘付け。 ●この活動のここがすごい

●この活動のここがすごい 子ども会で涼しい場所と、学習の機会を提

３地区合同で民生委員さんが育成会会長 供⇒だらだらな生活になりがちの所、夏休み

⇒活動できる機会･場が広がる。初めてのラ はじめに自主学習のきっかけ作り。

ンチ会⇒次回から 自分で決めた内容

は子どもの意見を に取り組んでいる。

より反映して活動 皆一緒に黙々と真剣

をと反省。ボラン に取り組んでいる。

ティアの協力

【１２８】『ワクワクキッズパーク～親子 【１３３】『どんどや』（１月）

でつながる笑顔のひととき～』（１０月） 飽田南校区第２町内子ども会

若葉４町内楠子ども会ＡＢＣ班 前日、保護者、自治会役員で協

初めて公民館と神社境内で 力して竹切り、櫓の土台組み。

自治会と共同でイベント開催。 当日は前回手作りしたしめ縄飾

初めてＪＬ派遣申請して各イ り・餅を持ち寄り藁運び

ベントコーナー運営 ●この活動のここがすごい

●この活動のここがすごい 場所、少子高齢化等の問題で実施できない地

自治会と共同開催⇒お年寄り、親子ずれ 域もある中⇒広大な田んぼの提供、大勢の協

の参加多い⇒地域の人との交流が出来た。 力。事前にしめ縄飾り作り体験し、藁で櫓を

景品がたく 組み、しめ縄飾りを燃やし

さん有り、子 て餅を焼く⇒一連の伝統行

どもたちは袋 事の体験。「“ちょうどいい

いっぱいのお 田舎”の温かさ」⇒温かみ、

土産が出来た 潤いのある地域

子 ど も 会 活 動 紹 介子 ど も 会 活 動 紹 介
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★☆ ★ ★★ ★★ ★ ☆★

子どもたちのよき遊び相手、相談相手として
活動してみませんか！！ 子ども会大会

ＪＬとは、子どもたちのために活動するボランティア組織
です。子どもが好きでいろいろなお世話をしてみたい人、活
動を通して視野を広げたい人、友達を増やしたい人など、Ｊ
Ｌとして活動してみませんか！ 先ずは市子協事務局まで連
絡してください。

入会資格 中学１年生から高校３年生（熊本市内在住又は通学） キャンプ

活動内容 ●行事のレクリエーションの実技指導・助言
●キャンプ等野外活動の指導・援助
●各種大会・研修会への参加・派遣
●定例会：メンバーによる定期的研修

毎月第２土曜日 午後１時～
熊本市中央公民館など 各種届出様式

派遣申請書 は
ジュニア・リーダー派遣申請（メール又は☎で） ホームページから
●申し込み 行事実施日の１ヶ月前の土曜日まで ダウンロード
●交 通 費 １回につき全体で２，０００円が必要です。

子ども会は、子どもたちに多様で変化の激しい社会
を生き抜く力を育み、異年齢集団の中での幅広い体験
を通して社会性・自主性・協調性などを身につける活
動を行っています。
子ども会活動を安心して行うために、共済に加入し

ましょう。熊本市子ども会育成協議会に加入すること
で『全国子ども会安全共済』『子ども会賠償責任保険』
の二つの補償が受けられます。

『全国子ども会安全共済』
〈年額費用〉７０円（子ども会賠償責任保険料、

全子連運営費含む）
※熊本市子ども会育成協議会年会費
５００円の中から支払います。

〈対 象〉 熊本市子ども会育成協議会に加入
している子ども会会員・育成会員

・指導者など
〈適用範囲〉 子ども会活動中の事故、活動への往復途中の事故(健康保険適用の交通事故含む)
〈 条 件 〉 年間計画書に届出がある行事であること（行事届の事前追加も可）
〈共済金額〉 ①死亡 ６００万円 ②後遺障害 ７万円～６００万円

③負傷・疾病 ・健康保険等を適用した医療費総額の３０％
（市からの医療費助成(ひまわりカード)や他の保険等からの補填があっても関係なく、
診療費や薬局の点数の合計点数の１０倍の３０％）

・支給額 １０００円～５０万円
『子ども会賠償責任保険』

子ども会活動中の事故により主催者以外の会員や第三者が死傷したり、第三者の財物に
損害を与えたり、他人から預かった財物に損害賠償与えたりした場合に補償、また借用物
の運搬時も補償の対象

１名につき １億円
身体障害 免責金額 なし

１事故につき ５億円

財物損害 １事故につき ２００万円 免責金額 有り ※

※ 免責金額（自己負担額 1000円、3000円）は、熊本市子ども会育成協議会が全額助成する。

★★問合せ先★★

熊本市子ども会育成協議会
☎２８８－１１６４

Ｊ
Ｌ
定
例
会

ジュニア・リーダー（ＪＬ） 募集
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